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研究成果の概要： 
製造業を対象にシステム工学的な観点から適正な在庫配置と生産工程を統一的に捉えなおして，

戦略的なプロダクトマネジメントに関する研究成果をまとめた．業務手順を考慮したインベン

トリデータベースをサーバに構築して，環境負荷データや生産活動に付随する情報の入力イン

タフェース構築を行った．具体的には，生産工程における業務手順の把握，業務手順ごとにイ

ンベントリデータの収集と登録を実現し，民間の企業から協力を得てその業務工程のモデル化

して，生産管理と環境影響評価の連動を可能とするWeb-based LCA Systemを開発した． 
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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学・環境影響評価・環境政策 

キーワード：環境マネジメント 
 
１．研究開始当初の背景 
 企業では市場の成熟化やグローバル化の
進展などにともない環境への配慮や多様化
する顧客要望への配慮といった新しくかつ
相反する問題への取り組みが要求されてい
る．環境の面では京都議定書の発効により各
企業は環境に配慮する必要が生じている．京
都議定書では，日本は地球温暖化の原因とな
る二酸化炭素排出などを 08～12 年に 90年比
で 6％削減するよう求められている．各国の
数値目標を達成するための仕組みとして，市
場原理を活用する京都メカニズム（共同実施，
クリーン開発メカニズム，排出量取引）が導

入されている．そのために各業界では，その
特色に応じた環境負荷項目に関する見積も
りメカニズムの確立とシステムの開発を行
うことが急務となっている．このような状況
の下で独自の環境影響評価書を作成してイ
メージの向上を図る企業も出始めている． 
 同時に顧客への配慮の面では，近年ではカ
タログにない顧客要望に基づく仕様の商品
を販売するマスカスタマイゼーションを企
業戦略の重要な柱と位置づけて盛んに推進
している企業が増加している．多くの企業に
おいてマスカスタマイゼーション化が進む
ことは，製造仕様の多様性に対する生産効率
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性の低下，つまり顧客仕様の多様性により製
造種類が増大し，生産負荷の平準化が困難と
なり生産効率の低下，完成品在庫増につなが
る． 
 カスタマーサービスの向上と環境への配
慮の両立は困難となりつつあり，これらの問
題の解決のためにはハード面からのサポー
トのみならず，数理モデルにもとづく最適化
や新しい情報技術の活用によるソフト面か
らのサポートの重要性と必要性が高いこと
が研究の背景にあった． 
 
２．研究の目的 
 研究の全体的な構想は，世界で通用する環
境配慮型の企業経営を支援する日本発の生
産管理モデルを開発することである．規模の
大きな企業のみならず比較的小さな企業に
おいても導入可能な環境配慮型の生産管理
モデルを確立することで，中小企業のレベル
でも環境負荷削減効果を得ることを目指す． 
 その中での本研究の具体的な目的は，まず
企業にとって環境に配慮した経営活動が消
費者からどのように評価され競争優位に結
びついているかを調査する．その上で，日本
企業の製造業を対象にシステム工学的な観
点から適正な在庫配置と生産工程を統一的
に捉えなおして，持続可能な社会構築のため
の戦略的な環境配慮型プロダクトマネジメ
ントのあり方を提示できる数理モデルを構
築する．また，環境配慮型の企業経営のため
の意思決定支援を最適化手法により実現す
ることである．  
 
３．研究の方法 
 生産工程の数理モデル化，計量する評価指

標の定式化ならびに実データへの適用によ

る検証を行った．具体的には，マスカスタマ

イゼーション化による製造仕様の多様性に

対する生産効率性の低下，完成品在庫増の抑

制を実現する手法を提案した．その意義と重

要性は新しい評価指標の定式化として未達

率という概念を導入してサプライチェーン

における生産管理を議論している点である． 
 さらに，製造業における環境経営の現状と

動向について調査を行い，実情を整理，分析，

把握することで問題点を明確にする．その後

にライフサイクルアセスメントの手法であ

る積み上げ法（欧米では産業連関法より主流

となっている）を行うための生産工程ごとに

業務手順にまでさかのぼり環境負荷の見積

もりを行う．他の同業の企業にも適用できる

よう一般的な形で集約する． 

 マスカスタマイゼーションに対応にとも

なう生産の複雑さ，生産準備負荷の拡大，在

庫の増加といった問題の解決のため，製品仕

様の多様性の拡大を抑制し生産効率を高め

る方法としての部品の共通化などの製品設

計，工程設計についてコストと環境負荷が見

積もられることを確認する． 

 その上で，共通化による評価指標として，

定式化された工程の複雑度や安全在庫や中

間在庫などの視覚化と選択を行う．それらの

選択された評価指標に関するコストと環境

負荷といった多目的の最適化問題をその特

徴に応じて解く新しい手法の開発を行う．さ

らにはその提案手法にもとづいて，複数の非

劣なパレート解から環境経営にとって望ま

しい解の選択が可能となるシステムの提案

を行うことで，コストと環境負荷のバランス

に配慮した製品設計，工程設計の実現を目指

す． 

 具体的には生産管理に関する DB と環境負

荷に関するインベントリ DB をサーバに構築

し，適正在庫やスケジューリングなどの最適

化手法を組み込んで生産工程ごとにコスト

と環境負荷をサーバサイドプログラムによ

り導出する． 
 
４．研究成果 
 生産工程における業務手順の把握，業務手
順ごとにインベントリデータの収集と登録
を実現するために，業務手順を考慮したイン
ベントリデータベースをサーバに構築して，
環境負荷データや生産活動に付随する情報
の入力インタフェース構築を行った． 
 具体的には，民間の企業から協力を得てそ
の業務工程のモデル化して，生産管理と環境
影響評価の連動を可能とする Web-based LCA 
System を開発した．現在，インターネット上
で分散環境での動作実験を終えたところで
ある． 
 その意義は適正在庫やスケジューリング
などの最適化を組み込む対象を準備できた
ことであり，重要性は，異なる生産プロセス
においても環境負荷の見積もりに共通した
数値を用いることで標準化を実現すること
ができることである． 
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